
　西宮市では判断能力が不十分な状態にある人の福祉を図るために、対象者の配偶者お
よび二親等内の親族がいない場合、市長による成年後見制度の審判開始の申立てを行
います。ただし、親族がいても申立ての意思がない場合や養護者による虐待事例の場合
には、他の親族の協力を得ることも難しいため市長申立てを行うことがあります。
　また高齢者虐待防止法（第28条）には、都道府県や市町村が成年後見制度の周知・普
及を図ることが規定されています。

◉市長申立制度

　西宮市に住所を有し、①生活保護受給者②市長申立てをした者で、かつ活用できる資産・
貯蓄等が乏しく助成を受けなければ成年後見制度の利用が困難な者、①・②いずれかの要件
に該当する人に申立てに要する経費および成年後見人等の報酬の全部または一部の助成を
行っています。（条件があります。）

◉西宮市成年後見制度利用支援事業

② 任意後見制度
　任意後見制度は、現在は判断能力のある人が、将来認知症などで判断能力が不十分に
なったときに、財産管理や身上監護に関する法律行為を本人に代わって行う人（任意後
見受任者）をあらかじめ自分自身で決めておく制度です。本人と任意後見受任者が公証
役場（P.36）で公正証書を作成し、正式に契約をかわします。
　本人の判断能力が十分でなくなったときには、本人や任意後見受任者等が家庭裁判所
に申立てをし、家庭裁判所が任意後見監督人を選任します。
　このときから、任意後見受任者は正式に任意後見人となり、本人の財産管理や身上監
護を行っていきます。

4  若年性認知症の人の家族への支援

1.介護者に役立つ制度・事業等

　家族の介護を行う労働者は、事業主に申し出ることにより、両親や配偶者などの対象家族が要介護
状態になったとき、対象家族１人につき、要介護状態に至るごとに1回、通算93日までの介護休業制度
を取得できます。また、働きながら介護することができるよう、本人の申し出によって短時間勤務制度
やフレックスタイム制、始業・終業時刻の繰上げ、繰下げなどの措置が受けらます。（介護休業とあわせ
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被保険者の期間が原則2年間の間に12か月ある人には、雇用保険の「介護休業給付」制度もあります。
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☆対象者 ： 

対象者
（利用者本人）

同意権
取消権

代理権

仕事の内容

支援する人

名称 後見 保佐 補助 任意後見

日常生活で判断能
力が常に欠けている
状態の人

成年後見人

財産管理・
身上監護

本人が行うすべての
法律行為

日常生活に関する
行為以外の全ての
行為（取消権のみ）

日常生活で判断能力
が著しく不十分な人

保佐人

財産管理・
身上監護

本人の同意を得た
うえで、家庭裁判所
が定めた法律行為

法律上定められた
重要な行為

日常生活で判断能力
が不十分な人

補助人

財産管理・
身上監護

本人の同意を得た
うえで、家庭裁判所
が定めた法律行為

本人の同意を得た
うえで、家庭裁判所
が定めた法律行為

判断能力がある人

任意後見人

財産管理・
身上監護

本人との契約で
定めた行為

なし

30 31

法定後見制度
（判断能力が不十分な人）

任意後見制度
（判断能力のある人）



　在宅で失禁のある寝たきりの人を介護している家族に紙おむつなどの介護用品を無料で現物支給
します。

② 介護用品の支給 
   【市役所高齢福祉課（0798）35-3077
     または西宮市高齢者あんしん窓口、高齢者介護支援センター（P.34、P.35）】

　認知症などにより徘徊行動のある人を介護している家族に、受付センターに問い合わせていただく
だけで徘徊者の居場所をすばやく特定できる位置検索システム専用端末機をお貸しします。

③ 徘徊高齢者家族支援サービス
   【市役所高齢福祉課（0798）35-3077
    または西宮市高齢者あんしん窓口、高齢者介護支援センター（P.34、P.35）】

～地区ボランティアセンター・地域活動の紹介
～

　地域では住民同士の助け合いを目的に、様々なボランティア活動が行われています。
　「地区ボランティアセンター（地区ＶＣ）」は概ね小学校区、市内３２ヶ所で住民の身近な相談窓口とし
て、住民自身が相談を受けたり、お話し相手や簡単な家事支援等のボランティア派遣などを、民生委員
や専門機関と連携しながら行っています。どこに相談してよいか分からないこと、制度では対応できな
い困りごとなど、地域の助け合いによるサポートが可能かもしれません。
　他にも地域では、孤立を防ぎ仲間づくりを目的にしたつどいの場「ふれあい・いきいきサロン」が、身
近な公民館や集会所で実施されています。
　若年性認知症の人が身近な地域活動等に参加したり、趣味やサークル活動を行うことはご本人の生
きがいづくりに繋がります。　
　一歩を踏み出すのは勇気がいることもありますが、ご本人の社会参加や日頃からの近隣とのつなが
りづくりのためにも、ぜひ、ご参加ください。

2. 相談相手・仲間づくり等に関すること

　若年性認知症のご本人、ご家族がつどい、情報交換や日頃の悩みなどを気軽にお話していただける
交流会を月1回、実施しています。同じ立場の人同士で話すことで、お互いの状況を分かり合えたり、
悩みを解決するヒントもみつかるかもしれません。気候のよい時期にはお出かけをするなど、ご本人
にも楽しく過ごしていただけるような企画もあります。よろしければご本人と一緒にご参加ください。

☆日　　　　時　　毎月第2木曜日13:30～15:30
☆場　　　　所　　西宮市総合福祉センター（染殿町8-17）
☆交流会主催機関　　西宮市社会福祉協議会
　　　　　　　　　認知症地域支援推進員（西宮市高齢者あんしん窓口　高須）
　　　　　　　　　西宮市（高齢福祉課・介護保険課・障害福祉課・地域共生推進課・健康増進課）

① 若年性認知症交流会  わかみや会
【西宮市社会福祉協議会（0798）23-1140】

　認知症介護者の会「さくら会」は、認知症の人を介護している家族同士が集い、介護方法の悩みや
認知症の人と関わっていく中での心の葛藤などを打ち明け、経験や情報を分かち合いながら、よりよ
い介護をめざす介護者の会です。
　“仲間同士、手を取りあって、楽しく”を合言葉に、みんなで時には泣き、そして笑いあいながら、介
護に向かっていけるように活動を進めています。

☆日時（定例会）　　毎月第4金曜日13:30～
☆主な開催場所　　西宮市総合福祉センター（染殿町8-17）
☆活  動  内  容　　● 定例会の実施　●「お食事会」「お花見」などイベントの実施
　　　　　　　　　● 行政等の委員会への参画
☆会　　　　員　　認知症のご家族を介護している人、または介護した経験のある人を正会員
　　　　　　  　　会の趣旨に賛同されご協力いただける人及び団体を賛助会員としています。
☆会　　　　費　　● 正会員 ： 年額1,200円
　　　　　　　　　● 賛助会員個人 ： 年額1,200円　賛助会員団体 ： 年額5,000円

② 認知症介護者の会　さくら会
【西宮市社会福祉協議会（さくら会事務局）（0798）23-1140】

～ＮＰＯ法人の活動も広がっています～

　行政等の制度やサービス以外にも、介護や高齢者福祉に関する事業や取組みを行っている特定非営
利活動法人（NPO法人）や団体があります。近年、介護経験者や介護に関心のある人たちが中心にな
って、認知症の人やその家族を支える活動を行う団体も増えてきました。
　NPO法人「つどい場 さくらちゃん」は、一軒家で介護者や認知症の人たちが食事を囲んで自由にお
喋りしたり、ほっと一息つくことができる場を目指した「つどい場」です。家族が外出するときに認知症
の人を見守る事業や、認知症の人と一緒に行くお出かけや旅行の企画実施など、様々な活動を展開し
ています。
　他にも、男性介護者のつどい場や認知症の予防事業、訪問美容・理容などを行うNPO法人や団体があります。

◉問い合わせ

☆対 象 者  ※下記のすべての条件を満たす人を介護している家族（世帯構成員全員の当該年度
の市民税が非課税であること）
①西宮市に住民登録され、かつ現に西宮市に居住していること
②要介護認定において、要介護度４又は５に認定されていること
③常に失禁状態にあること
④市民税が非課税であること
⑤生活保護を受けていないこと

☆支給内容  月に1回、紙おむつと尿とりパッドの組み合わせを指定業者が自宅へ配達します。

☆対 象 者  65歳以上の徘徊高齢者（介護保険の要支援及び要介護と認定された第2号被保険者
を含む）を介護している家族

☆費用の負担  基本使用料 ： 月額500円（税別。利用者の属する世帯全員が市民税非課税の場合は免除）
検索料 ： インターネット検索1回100円（税別。月2回まで無料）
電話検索 ： 1回 200円（税別）

NPO法人「つどい場　さくらちゃん」 今在家町1-3 （0798）35-0251
その他のNPO法人の検索については・・・http://www.hyogo-intercampus.ne.jp/v-hyogo/search

◉問い合わせ
地区ＶＣやサロン等の活動について・・・西宮市社会福祉協議会（0798）23-1142
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を含む）を介護している家族

☆費用の負担  基本使用料 ： 月額500円（税別。利用者の属する世帯全員が市民税非課税の場合は免除）
検索料 ： インターネット検索1回100円（税別。月2回まで無料）
電話検索 ： 1回 200円（税別）

NPO法人「つどい場　さくらちゃん」 今在家町1-3 （0798）35-0251
その他のNPO法人の検索については・・・http://www.hyogo-intercampus.ne.jp/v-hyogo/search

◉問い合わせ
地区ＶＣやサロン等の活動について・・・西宮市社会福祉協議会（0798）23-1142
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　在宅で失禁のある寝たきりの人を介護している家族に紙おむつなどの介護用品を無料で現物支給
します。

② 介護用品の支給 
   【市役所高齢福祉課（0798）35-3077
     または西宮市高齢者あんしん窓口、高齢者介護支援センター（P.34、P.35）】

　認知症などにより徘徊行動のある人を介護している家族に、受付センターに問い合わせていただく
だけで徘徊者の居場所をすばやく特定できる位置検索システム専用端末機をお貸しします。

③ 徘徊高齢者家族支援サービス
   【市役所高齢福祉課（0798）35-3077
    または西宮市高齢者あんしん窓口、高齢者介護支援センター（P.34、P.35）】

～地区ボランティアセンター・地域活動の紹介
～

　地域では住民同士の助け合いを目的に、様々なボランティア活動が行われています。
　「地区ボランティアセンター（地区ＶＣ）」は概ね小学校区、市内３２ヶ所で住民の身近な相談窓口とし
て、住民自身が相談を受けたり、お話し相手や簡単な家事支援等のボランティア派遣などを、民生委員
や専門機関と連携しながら行っています。どこに相談してよいか分からないこと、制度では対応できな
い困りごとなど、地域の助け合いによるサポートが可能かもしれません。
　他にも地域では、孤立を防ぎ仲間づくりを目的にしたつどいの場「ふれあい・いきいきサロン」が、身
近な公民館や集会所で実施されています。
　若年性認知症の人が身近な地域活動等に参加したり、趣味やサークル活動を行うことはご本人の生
きがいづくりに繋がります。　
　一歩を踏み出すのは勇気がいることもありますが、ご本人の社会参加や日頃からの近隣とのつなが
りづくりのためにも、ぜひ、ご参加ください。

2. 相談相手・仲間づくり等に関すること

　若年性認知症のご本人、ご家族がつどい、情報交換や日頃の悩みなどを気軽にお話していただける
交流会を月1回、実施しています。同じ立場の人同士で話すことで、お互いの状況を分かり合えたり、
悩みを解決するヒントもみつかるかもしれません。気候のよい時期にはお出かけをするなど、ご本人
にも楽しく過ごしていただけるような企画もあります。よろしければご本人と一緒にご参加ください。

☆日　　　　時　　毎月第2木曜日13:30～15:30
☆場　　　　所　　西宮市総合福祉センター（染殿町8-17）
☆交流会主催機関　　西宮市社会福祉協議会
　　　　　　　　　認知症地域支援推進員（西宮市高齢者あんしん窓口　高須）
　　　　　　　　　西宮市（高齢福祉課・介護保険課・障害福祉課・地域共生推進課・健康増進課）

① 若年性認知症交流会  わかみや会
【西宮市社会福祉協議会（0798）23-1140】

　認知症介護者の会「さくら会」は、認知症の人を介護している家族同士が集い、介護方法の悩みや
認知症の人と関わっていく中での心の葛藤などを打ち明け、経験や情報を分かち合いながら、よりよ
い介護をめざす介護者の会です。
　“仲間同士、手を取りあって、楽しく”を合言葉に、みんなで時には泣き、そして笑いあいながら、介
護に向かっていけるように活動を進めています。

☆日時（定例会）　　毎月第4金曜日13:30～
☆主な開催場所　　西宮市総合福祉センター（染殿町8-17）
☆活  動  内  容　　● 定例会の実施　●「お食事会」「お花見」などイベントの実施
　　　　　　　　　● 行政等の委員会への参画
☆会　　　　員　　認知症のご家族を介護している人、または介護した経験のある人を正会員
　　　　　　  　　会の趣旨に賛同されご協力いただける人及び団体を賛助会員としています。
☆会　　　　費　　● 正会員 ： 年額1,200円
　　　　　　　　　● 賛助会員個人 ： 年額1,200円　賛助会員団体 ： 年額5,000円

② 認知症介護者の会　さくら会
【西宮市社会福祉協議会（さくら会事務局）（0798）23-1140】

～ＮＰＯ法人の活動も広がっています～

　行政等の制度やサービス以外にも、介護や高齢者福祉に関する事業や取組みを行っている特定非営
利活動法人（NPO法人）や団体があります。近年、介護経験者や介護に関心のある人たちが中心にな
って、認知症の人やその家族を支える活動を行う団体も増えてきました。
　NPO法人「つどい場 さくらちゃん」は、一軒家で介護者や認知症の人たちが食事を囲んで自由にお
喋りしたり、ほっと一息つくことができる場を目指した「つどい場」です。家族が外出するときに認知症
の人を見守る事業や、認知症の人と一緒に行くお出かけや旅行の企画実施など、様々な活動を展開し
ています。
　他にも、男性介護者のつどい場や認知症の予防事業、訪問美容・理容などを行うNPO法人や団体があります。

◉問い合わせ

☆対 象 者  ※下記のすべての条件を満たす人を介護している家族（世帯構成員全員の当該年度
の市民税が非課税であること）
①西宮市に住民登録され、かつ現に西宮市に居住していること
②要介護認定において、要介護度４又は５に認定されていること
③常に失禁状態にあること
④市民税が非課税であること
⑤生活保護を受けていないこと

☆支給内容  月に1回、紙おむつと尿とりパッドの組み合わせを指定業者が自宅へ配達します。

☆対 象 者  65歳以上の徘徊高齢者（介護保険の要支援及び要介護と認定された第2号被保険者
を含む）を介護している家族

☆費用の負担  基本使用料 ： 月額500円（税別。利用者の属する世帯全員が市民税非課税の場合は免除）
検索料 ： インターネット検索1回100円（税別。月2回まで無料）
電話検索 ： 1回 200円（税別）

NPO法人「つどい場　さくらちゃん」 今在家町1-3 （0798）35-0251
その他のNPO法人の検索については・・・http://www.hyogo-intercampus.ne.jp/v-hyogo/search

◉問い合わせ
地区ＶＣやサロン等の活動について・・・西宮市社会福祉協議会（0798）23-1142
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